ことしの 夏、 信 州の ある 温泉宿の 離れに 泊まって 

いた ある 夜の 事で ある。 池 を 隔てた 本館 前の 広場で 盆 

踊りが 行なわれて、 それが まさにた けな わな ころ、 私 

の 二人の 子供が ベランダの 籐椅子に 腰かけて、 池の 向 

こうの 植え込みの すきから 見える 踊りの 輪の 運動 を 注 

視 していた。 ベランダの 天井の 電燈は 消えて いたが 上 

がり 口の 両側の 柱に おのおの 一 つず つの 軒燈 がと もり、 

対岸に はもち ろん 多数の 電燈が 並んで いた。 

突然 二十 一歳になる A が 「今 火の玉が 飛んだ」 とい 

いだす と、 十九 歳になる B が 「私 も 見た」 といって そ 

の 現象の 客観的 実在 性 を 証明す るので あった。 



そこで 二人の 証言から 互いに 一 致す る 諸 点 を 総合し 

てみ ると、 だいたい 次の ような ものである。 

ベ ランダから 池の 向こうの 踊り場 を 正視して いたと 

きに、 正面から 左方 約 四十 五 度の 方向で 仰角 約 四十 度 

ぐらいの 高さの 所 を 一 つの 火の玉が 水平に 飛行した と 

いうので ある。 その 水平 経路の 視角 は せいぜい 二三 十 

度で その 角速度 は、 どうも はっきり はしない が、 約 半 

秒 程度の 時間に 上記の 二三 十 度 を 通過した ものら しい _ 

二人の 目撃者の 相互の 位置 は 一 間 ほど 離れて おり、 

また 椅子の 向き も 少しち がって いたので、 私 は 二人の 

各位 置に ついて、 その おのおのの 見た という 光の 通路 



いた A は 光が 左から 右へ 動く ように 思った というのに 

左の ほうに いた B は それと は 正反対に 右から 左へ 動い 

たよう だと 主張す るので ある。 この 二人の 主張が それ 

ぞれ 正しい とすると、 これ は 問題の 現象が 半分 は 客観 

的すな わち 物理的 光学 的で あり 半分 は 主観的す なわち 

生理的 錯覚 的な もの だとい う 結論になる。 この 事 がら 

が この 問題 を 解く に 重要な かぎ を 与える ので ある。 

私 は、 数年 前、 高圧 放電の 火花に 関する 実験 をして 

いるう ちに、 次の ような 生理的 光学 現象に 気づき それ 

に ついて ほんの 少しば かり 研究 をした 結果 を 理化学 研 

ゝ， -まぅ 

究所 彙報に 報告した ことがある。 



そういう もの を こわがらない 子供ら を 少し かわいそう 

なよう な 気 もす るので ある。 こわい もの を たくさんに 

もつ 人 は 幸福 だと 思う からで ある。 こわい ものの ない 

世の中 を さびしく 思う からで ある。 

(昭和 八 年 十 一 月、 帝国 大学 新聞) 
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